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盛りだくさんの１０月！！ 
１０月は、羽咋工業高校の出前授業をはじめとして、実力テストや中間テスト、そして明日から始まる

アオハル祭♪など、たくさんの行事がありました。 

さて、もう１１月になろうとしています。いよいよ自分の希望進路実現のために本気になってください。

すでに、地域学力調査に向けての取り組みは行われています。気持ちもついて行っているでしょうか。 

まずは、時間や提出物の期限を守ることです。登校が遅刻ギリギリであったり、授業開始が徹底できな

かったりするようでは話になりません。提出すべき書類は早めを心がけるなど、余裕を持った行動は大事な場面での失敗を

防いでくれます。学年が１つのチームになって全員で受験を突破しましょう！ 

アオハル祭 スタート 
テーマは『耀：あかる（光をはなちながら飛び立つさま）～自分 

の存在はここのみにある～』。後期生徒会が中心となり、前期生徒 

会や委員会も加わって準備を進めてきました。文化の部として『S 

DGｓなちぎり絵』と『ボディーパーカッションコンクール』、スポー 

ツの部として『バドミントン大会』と『綱引き』、『全員リレー』を行 

います。思い出に残るアオハル祭にしましょう！！！ 

 

進路説明会を行います 
１１月４日（金）に進路説明会を開催します。高校受験の流れや日程、来年度の変更点などについての内容になります。 

そして１１月２９日（火）・３０日（水）には、三者懇談を予定しています。家庭で十分に話し合って第３回進路希望調査を提 

出してください。自分の思いをしっかりと伝えることが大事です。 

1 火 生徒会一斉委員会進路説明会 

２ 水 学校公開日  ＜集金口座振替日＞ 

３ 木 文化の日 

４ 金 学校公開日、漢字検定、進路説明会 

７ 月 第１回 地域学力調査（国・理・英） 

８ 火 第１回 地域学力調査（社・数） 

１１ 金 学習強化週間開始 

１６ 水 QUテスト ４限授業日 ５限目：研究授業（３－２） 

２３ 水 勤労感謝の日  

２４ 木 教育相談 

２５ 金 教育相談 

２８ 月 期末テスト（保体・国・社・技/家）、教育相談 

２９ 火 期末テスト（数・理・英）、三者懇談 

３０ 水 三者懇談 

12/1 木 第２回 地域学力調査（国・理・英） 

12/２ 金 第２回 地域学力調査（社・数）    

 
 

 

 

 

 

 

 

 

★１１月の行事予定★ 

＊SC来校 火・金 

アオハル祭が終わったら、 

◇第 3回進路希望調査 

◇第 1回三者懇談希望日時調査 

をします。１１月１１日（金）締切です。 

期日を守って提出してください。 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

羽咋工業高校出前授業 

羽咋工業高校の先生方に来ていただき、『ワンチップマイコン制御』、『電気配線工事』、『建築パースの作図』、『水

準(レベル)測量』、『描写の基礎』の５つのコースに分かれて授業を受けました。生徒の感想を紹介します。 

 

・建築パースを書きました。説明を聞いている時は、こんな難しそうなことが自分にできるかなと思っていたけど、先生の

指示通りにすれば失敗せずに書けたので嬉しかったです。難しい所は友達と一緒に考えて、完成に近づけることがで

きました。難しかったけど楽しかったので、建築パースに少し興味がわきました。 

・初めて見る『レベル』という機械を使いました。デジタルとアナログの機械ではこんなにも性能が違うんだなと最近の

機械に感動しました。土木の仕事は、国民が安心・安全で快適に過ごすために必要な存在だと思いました。 

・POP 広告という身の回りにあるものをどうやって作るのかを知ることができ、描く際のポイントやフォントの説明など、

デザイン系の職業などに役立つ有用な情報をたくさん知ることができました。 

・町の道路等でよく見かける測量がどのような原理で成り立っているのかを、実習を通して知ることができました。また、

土木についての考え方が変わりました。この授業を生かして、これからの進路選択に役立てていきたいと思いました。 

・最初はスクラッチをして、基本的なプログラミングをしました。スクラッチは何回もしたことがあるのでいつも通りでした

が、その後にマイクロビットをパソコンに繋げて制御しました。これは初めてだったので、いろいろな発見があったり、試

したりできて楽しかったです。今回このような機会を設けてくれて、ありがとうございました。 


